
砥i  参 考 事 例

1 牧 革 多給 に よる乳牛 の硝酸塩 中毒 発症 試験 (参 考事例 )

上 背 景と特徴

乳牛の硝顔擁中毒が最近農家段階で問題とされているので、硝骸態窒素含量の高い牧草を施肥

操作で作り出し、それを乳牛に与えて牛体生理に及ほす影響を見た。こ でゝはその結果を事例報

告し参考に供する。なか、牧草中の穂酸態窒素含畳と施肥量との関係は、岩手畜試が数年来検討

を重ねつ あゝり、漸次明かにされつ あゝる。

2 技 術内容

(1)実 験対象牛は育成牛 3頭、搾乳牛 2頭で、育成牛には1・ 2番草の青刈給与、搾乳牛には2

番車のヘイキユープ給与として何れも飽食させたが、5頭 をも発症しなか?た 。

(2)乳 牛に対して一般に危険とされ納隈取硝像態窒素量は日量として体重100々 当り88と さ

れるが、 (プ ラツドレーの量 )実験期間中それを超えた隈取量となつた日数は、 3回 の試行期

間のそれぞれで、数日間から10日 間位であつた。しかし、埼玉畜試で多ち出した危険量 (体

重 100々 当り11を )を超えたことはヽ無かつた。

(3)給 与牧草中の硝酸態窒素含右率の推移は、1番草では刈取開始時 (革高47c秘 )か ら終了時

(草高 91御 )にかけて波少する傾向にあり、その範囲はQ44%か らQ22%ま でであつた。

2春草のそれはQ53%か らQ32%ま でであり、漸増の傾向が見られた。なか2番草の草高

は開始から終了までほ招同 じであつた。

(4)硝 酸態窒素の飼料中の危険含有率は、T般 には22%以 上とされるが給与牧草は常にそれを

上廻つた。

& 普 及上の留意点

(1)乳 牛の硝酸塩中毒は個体差が大きく、また種々の要因 (飼料、牛の状態等 )に よつても出力

が途 うと言われるので、この実験で発症しなかつたからこの採食水準で必ず安全だとするので

はない。

(2)乳 牛力摂取する硝酸態窒素量は日量として体重 100浄 当り8g以 下が望ましく、含右率の

高い飼料は給与量を制限して危険量以下とする配慮が望まれる。なか、本実験での牧草の施肥

管理刈取は農家想定で行つたが、その中では失張 り若い草の硝駿態窒素含有率が高い傾向にあ

つた。

(3)本 病を疑 うときの検査は、飼料 ・血液 ・尿の3項 にわたる必要がある。本実験では発症は無

かつたが血液、尿中の硝酸亜硝鍛の濃度強可成 りの高さを示した。

(4)硝 駿塩中毒診断のための材料採取は、血液、尿について採食開始後 2時 間前後が良い。

また、死亡牛では勝比内の尿を調べると良いと言われる。

(5)施 肥と牧草中の硝駿態窒素含量 との関係については下の試験成績を参照されたい。

家畜糞尿のl‐J場逮元に関する試験、 岩 手畜試 50年 成績概要書、
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4.試 験威績の概要

(1)試 験課題名 硝 駿態窒素含量の高い牧草給与による乳牛の飼兼試験

(2)試 験年次および場所 50年  岩 手畜試

(3)試 験方法

供試年 青 刈給与 _二__育成牛 3頭 (12ケ 月令、 224″ )

ヘイキユープ__搾乳牛 2頭 (乳量 15浄 、 581々 )

期 間
 ;魯昌!_‐!i_111:骨i子暑 I 号1暑i   青刈給二
ヘイキユーブ _ヤ 月16日  ～  8月 4日 (給与は 8月 1日 まで )

給与飼料 (乾物中硝酸態窒素含量 )

1番草   Q44%～  Q22%(平 均 Q33%)

2番草   Q53% ～ `Q32%(平 均 Q41%)

ヘィキユープ  原 料 Q3.7% 製 品 Q33%

(4)試 験結果

竹)飼 料搾食量は 1番草で現物 264浄 、 そ番=296浄 、ヘイキユープ 162均 であり乾物

搾会量 (濃厚飼料含み )はそれぞれ体重の232%、 215%、 &16%で あつた。

(イ)硝 酸態窒素の摂取量は1番 車、 2番草、ヘィキユープそれぞれ BRADLEYの 危険漫

Qo8カ を数 日～ 10日 間越えたが埼玉畜試の危険貴 Qll17わ 以上になるものは

なく発症するものもなかつた。

(ウ)血 中、尿中硝酸、亜硝酸の最高値は血中で硝酸 3209PPコ 、亜硝駿 Q92PPコ 、

尿中では 1ほ 88PPコ 、25'OPP■ であり採食開始後 2時 間目に血中硝駿のビーク

が児てられた。

(5)残 された問題点 … …農家における発症実態の究明 (急 性、 慢 性 )

(6)参考資料……試験成績概要書 50年  岩手畜試
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